
                  
豊橋市では、男女がそれぞれの個性と能力を十分に発揮し、いきいきと

暮らすことができる男女共同参画社会の実現をめざし、様々な施策を推進

しています。この冊子では、男女共同参画に関する市民の意識を把握する

ために実施したアンケート調査の主な結果について紹介します。 

 

 

《調査の概要》 

■調査目的：本調査は、社会情勢の変化に対応した効果的な男女共同参画

施策を展開するため、市民の意識やニーズを把握する目的で

実施しました。 

■調査対象：豊橋市在住の 20歳以上の男女 

■調査人数：男女各 1,500人 合計 3,000人 

■有効回収：989票（33.0％） 

■抽出方法：無作為抽出 

■調査時期：平成 28年 8月    
豊橋市 市民協働推進課 
      TEL：0532-51-2188 

      平成 29年 3月発行 
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■ 社会全体 ■            
■ 場面及び分野別 ■                
社会全体の男女の地位評価では、 

約 7割の人が「男性の方が優遇 

されている」と感じています 

● 社会全体でみた男女の地位の平等感につ

いてたずねたところ、約７割の人が『男性の

方が優遇されている』と答えており、その割

合は男性よりも女性で高くなっています。 

● 場面及び分野別でみると、「学校」では 5

割以上の人が、「家庭」「地域活動の場」「法

律や制度」では３割以上の人が『平等』と答

えています。 約３割の人が「男は仕事、女は家庭」

という考え方に反対しています 

● 「男は仕事、女は家庭」という考え方につ

いては、約３割の人が『反対する』と答えて

います。 

● 男女別でみると、女性は男性に比べ『反対

する』人の割合が高く、男性は女性に比べ『賛

成する』人の割合が高くなっています。 
約 8割の人が「性別にとらわれず、

個性を尊重する子育てがよい」 

と回答しています 

● 子育ての方針についてたずねたところ、約

8割の人が『男の子らしさ、女の子らしさに

とらわれず、個性（その子らしさ）を尊重す

るのがよい』と答えています。 

● 男女別でみると、『男の子らしさ、女の子

らしさにとらわれず、個性（その子らしさ）

を尊重するのがよい』と答えた人の割合は、

男性よりも女性で高くなっています。 【凡例】
　（％）

男性の方
が優遇さ
れている

平等
である

女性の方
が優遇さ
れている

わから
ない

無回答

男の子ら
しさ、女

の子らし
さにとら
われず、

個性 (そ
の子らし
さ )を尊

重するの
がよい 

男の子は

男の子ら
しく、女
の子は女

の子らし
く育てる
のがよい 

その他 
わから 

ない 無回答 

【凡例】
　（％）
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【凡例】
　（％）
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どちらと
もいえない

反対する 無回答



                                          （％）

これまでの知識や経験を生かし
て、正社員として働きたい

仕事と家事・育児・介護が両立し
やすい環境で正社員として働きた
い

これまでの知識や経験を生かし
て、パート・アルバイトとして働きた
い

働く時間や場所を考え、パート・ア
ルバイトとして働きたい

その他

わからない

無回答
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男性が育児や介護で休みをとらない理由 

3割以上の人が「家庭」と「仕事」をともに優先したいと希望して 

いますが、現実に優先している人は約 2割にとどまっています。 

● 男性が育児や介護で休みをとらない理由

を複数選択でたずねたところ、『仕事の量や

責任が大きいから』と答えた人の割合が最も

高くなっています。 
● 「家庭」「仕事」「地域活動」の優先度について、希望と現在の状況をたずねたところ、『「仕事」

を優先したい』と希望する人に対して、現実に『「仕事」を優先している』人は 21.1ポイント増加

しています。その一方で、『「家庭」と「仕事」をともに優先したい』と希望する人に比べて、現実

に『「家庭」と「仕事」をともに優先している』人は 14.6ポイント減少しています。 

離職した女性が、再就職を考えたとき 

基準にすること 

● 離職した女性が、再就職を考えたとき、基

準にすることとして、共働きの有無に係わら

ず『仕事と家事・育児・介護が両立しやすい

環境で正社員として働きたい』と答えた人の

割合が最も高くなっています。 
女性

男性

女性

男性

共働きしている 

共働きしていない 

（％）

職場の理解が得られないから

昇進や昇給に影響する恐れがあ
るから

取得後の職場復帰への不安があ
るから

仕事の量や責任が大きいから

休業補償が十分ではなく、家計に
影響するから

女性のほうが育児・介護に向いて
いるから

男性自身に「恥ずかしい」「プライドが邪

魔をする」などの気持ちがあるから

その他

わからない

無回答
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【凡例】
　（％）
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現実 22.2
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4.0
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「家庭」を
優先

「仕事」
を優先

「地域活
動」を
優先

「家庭」と
「仕事」
をともに
優先

「家庭」と
「地域活
動」をとも
に優先

「仕事」と
「地域活
動」を
ともに
優先

「家庭」と
「仕事」と
「地域活
動」をす
べて優先

わからない 無回答



                                
(※)全体から「今までなかった」と「無回答」を除いた割合  

命
の
危
険
を
感
じ
る
く
ら
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暴
行

を
受
け
た 医

師
の
治
療
が
必
要
と
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る
程
度
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無
視
さ
れ
続
け
た 交

友
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だ
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ん

だ
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「
か
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し
ょ
う
な
し
」
な
ど
と
言
わ

れ
た 大

声
で
ど
な
ら
れ
た
り
、
暴
言
を
吐

か
れ
た
り
し
た 生

活
費
を
わ
た
さ
れ
な
い
な
ど
、
経

済
的
に
お
さ
え
つ
け
ら
れ
た 今

ま
で
な
か
っ
た    無

回
答  

何
ら
か
の
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
（
※
） 

女性 1.6% 3.1% 4.7% 1.1% 3.2% 4.1% 5.8% 13.9% 4.0% 71.5% 7.0%  21.5% 

男性 0.5% 0.2% ―  ―  3.3% 1.0 0.7% 1.7% 0.7% 88.8% 4.8%  6.4% 

女性の５人に1人は配偶者や交際相手から何らかの暴力を受けた経験があります 

● これまでに配偶者や交際相手から暴力（ＤＶ）を受けた経験があるかをたずねたところ、何らか

の暴力を受けたことがある人は女性では5人に1人、男性では16人に１人の割合となっています。 

政策や方針決定の場への女性の参画

状況が男性よりも低い理由 

● 政策や方針決定の場への女性の参画状況

が男性よりも低い理由を複数選択でたずね

たところ、『男性中心の組織運営』と答えた

人の割合が最も高く、続いて『女性の活動を

支援する体制の不足』と『家庭・職場・地域

における固定的な性別役割分担、性差別意

識』の割合が高くなっています。 男女がともに多様な働き方を選択 

できる環境が求められています 

● 男女共同参画社会実現のために力を入れ

るべきことを 3 つたずねたところ、『男女が

ともに多様な働き方を選択できる環境を整

備する』や『保育の施設・サービスや高齢者

等の施設・介護サービスを充実する』と答え

た人の割合が高くなっています。 
女性

男性

女性

男性

（％）

家庭・職場・地域における固定的
な性別役割分担、性差別意識

男性中心の組織運営

女性の能力開発の機会が不十分

女性の活動を支援する体制の不
足

女性が積極的でない

家族の支援・協力がない

その他

わからない

無回答
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男女平等を目指した法律・制度の
制定や見直しを行う

女性を政策決定の場に積極的に
登用する

各種団体の女性のリーダーを養成
する

職場における男女の均等な取り扱
いについて周知啓発を行う

女性の採用拡大や職域拡大を進
める

男女がともに多様な働き方を選択
できる環境を整備する

保育の施設・サービスや高齢者等
の施設・介護サービスを充実する

学校教育や社会教育・生涯学習の場で男女の

平等と相互の理解や協力についての学習を充

実する

女性の生き方に関する情報提供
や交流・教育の場を充実する

悩みや問題解決を助ける相談
サービスを充実する

各国の女性との交流や情報提供
などの国際交流を推進する

広報誌やパンフレットなどによる男女の平

等と相互の理解や協力についてＰＲする

その他

特にない

無回答
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